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Cefclidinの 緑膿菌呼吸器感染症に対する臨床的検討

有岡 仁,可部順三郎
国立病院医療センター 呼吸器科*

Cefclidinを6例 の緑 膿菌呼 吸器感 染症 患者 に使 用 した。基 礎疾 患は慢 性気 管支炎,気 管支拡

張症 それ ぞれ3例 であった。 いず れ も喀 痰 中に緑膿菌 を認 め,3例 では ム コイ ド型 であ った。

臨床 効果 は全例 で有効 で あ り,2例 では喀痰 が消失 し,2例 で喀痰 量 の減少 がみ られた。細

菌学 的 には5例 で緑膿 菌が消 失 した。

副 作用 は,臨 床検 査所 見で末梢 血好 酸球 の増加,血 清LDH,血 清GPTの 上昇 が それぞれ1例

に 認め られ た。

以上 に よ り本 剤 は緑 膿菌 呼吸器 感染症 の 治療 に おい て有 用 な薬剤 で あ るこ とが示 された。
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Cefclidin(CFCL)は エー ザイ株式会 社 で開 発 され た

半合 成の 注射用 セ フ ァロスポ リン剤 で,3位 お よび7

位 側 鎖 に それ ぞれ4-carbamoylquinuclidine基 お よび

5-amino-1,2,4-thiadiazolylmethoxyimino基 を導 入

してい る。β-lactamaseに 対 して安 定で あ り,抗 菌 スペ

ク トル を広 範 囲 に 有 し,殺 菌 的 に 作 用 す る。特 に

Pseudomonas aeruginosaに 対 して はMICg。3.13μg/

mlと 優 れ た抗菌 力 を持 ってい る。

今 回我々 は緑膿菌 呼 吸器感 染症 患 者に 対 しCFCLを

使 用す る機会 を得 たの でその結果 をここに報 告す る。

対象 は1988年9月 ～12月 の 間に国 立病院 医療 セ ンタ

ー呼吸 器科 に入院 した慢 性気道 疾患 の緑膿 菌感染 に よ

る急性 増悪 の患者 で ある。年齢 は49歳 ～82歳(平 均69

歳),男 性 ・女性 それ ぞれ3例 ずつ であ った。基礎 疾 患

の内訳 は慢性 気管 支炎3例,気 管支 拡張症3例 であ っ

た。気 管支 拡張症 の1例 が 中等症 であ り,他 の5例 は

軽症 であ った。いず れの例 も喀痰 中にPaeruginosaが

検 出 され た。CFCL投 与 量は1回1な い し2gを1日2回

投与 し,総 投与 量は28～58gで あ った。

効 果判定 は 臨床 効 果 と細菌 学 的効 果 にわ けて検討 し

た。

臨床 効果 は胸 部X線,体 温,咳 嗽,喀 痰 の 量や 性状,白

血球 数,血 沈値,CRPな どの 自他 覚所 見 の 改善 度 か ら

著効,有 効,や や 有効 と無効,さ らに判 定不能 の5つ の

段階 で評価 した。著 効 は投 与開 始後3日 以 内に症 状の

改善 がみ られ た場合,有 効 は3日 以 降に症 状の 改善が

み られ た症例,や や 有効 は一部 の症状 の みに改善 の み

られ た症例 と し,1週 目あ るいは2週 目に も改善 が み

られ ない例 を無効 と した。

細菌 学的効 果 は半 定量 法 によるPaeruginosaの 消長

に よ り,消 失,減 少,不 変,菌 交代 お よび不 明 に判定 し

た。

副作 用 は 自覚 的 な もの に加 え,臨 床検査値 の異常の

有無 を 日本 化学 療法 学会 の抗菌薬 に よる治験症例の副

作用,臨 床 検査 値異常 の判 定基準 案 に基いて判定 した。

各 症例 の一 覧表 をTable 1に示 す。

CFCLの 投与 された6例 に は脱 落例や 不適格例はな

く,全 例 に対 して治 療効 果の判 定が 可能 であ った。い

ず れの例 に おい て も臨床 効果 は有効 であ った。以下に

P.aeruginosπ の消失 した1例(Case6)の 経過 を示す。

49歳 女性 。気 管支拡 張症 に よ り当院 外来通院 中5988

年3月 よ り発 熱,湿 性 咳嗽 の増悪 改善 を繰 り返 してい

たが,同 年10月 に入 り呼 吸 困難 も加 わ り,ofloxacin

(OFLX)を 投与 され る も無効 のため 入院 となった。入

院後CFCLの1回291日2回 投与 を開始 した ところ,

投 与前 に は3+だ った ム コイ ド型Paeruginosaが 次第

に減 少 し,投 与終 了時 には消 失 し,血 沈値 やCRPの 改

善が 認め られ た。臨 床検査値 異常 と してGPTの 軽度上

昇が 認め られ た。

Case5はP.aeruginosaとStaplococcus aureusの 両

者 がそ れ ぞれ少数,極 少数 検 出 されたが,い ずれ も7

日目に は消失 してい る。 これ以外 の5例 においては,

P.aeruginosaの みが起 因菌 と考 え られ,こ の うち4例

が菌 の消失 を見 てお り,う ち3例 はム コイ ド型であっ

た。残 りの1例 はPaeruginosaが2+か ら,投 与9日 目

には極 少数 に減少 してい たが,そ の後喀 痰が消失 した
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Table 1. Clinical and bacteriological effect of cefclidin

•¦

: dose finding study *: mucoid type N. F.: normal flora

Table 2. Laboratory findings before and after administration of cefclidin

#: dose finding study B: before A: after

ために細菌検 査が行 ない得 なか った。

自覚 的な副作用 は特 に認め なか った。 臨床 検査値 で

は,投 与終了時 に好酸球 増 多 を1例 に認め たが,投 与

終 了後無処 置 で正常 に復 し,本 剤 との 関連 が疑 われ た。

血清GPTの 上 昇,ま た最 高値283IU/1ま での 血清LDH

の上昇 をそれ ぞれ1例 ずつ に認め,こ れ らは いずれ も

一過性 であ ったが
,本 剤 との 関連 が 疑わ れた。 各症例

のCFCL投 与前後 の臨床 検査値 をTable2に 示す 。

CFCLは 新 しい半合 成 セ フ ァロス ポ リン剤 であ り,

優 れた抗菌 力 を有 す るこ とが 知 られ て い る。特 にP

aeruginosa に対する作用は in vitro でceftazidime

(CAZ),cefsulodin(CFS)の4か ら8倍 強 力 で あ る1)。

さ らにEnterobacteriaceae, Haemophilus influenzae,
Neisseria な どに 対 して も良 好 な抗 菌作 用 を示 す2)。 ま

たβ-lactamaseに 対 して安 定 で あ る,血 清 蛋 白結合 率

が極 め て低 いため に その ほ とん どが 遊離体 として存 在

す る,肺 へ の組織 移行 が良 好 であ る,等 の特徴 を有 し

てい る。

今回我々はP. aeruginosa による呼吸器感染症例6例

に対してCFCLを 使用する機会を得た。基礎疾患は慢
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性気 管支 炎3例,気 管支 拡張症3例 で,気 管支 拡 張症

の1例 が中 等症 であ り,他 の例 は軽 症 であ った。4例

に前治 療が あ り,う ち3例 にはニ ュ-キ ノロ ン系 抗菌

剤 が使 用 され てい たが,無 効 な い しは効 果不 十分 で あ

った。 これ らの例 にCFCLを15日 間使 用 した。 臨床 効

果 はい ずれ も有効 であ り,喀 痰 中 のPaeru8魏osaは1

例 で減 少 し,ム コイ ド型の 出現 して いた3例 を含 む他

の5例 では投 与後3～14日 の間 に消失 した。

副作 用は 自覚 的 な もの はな く,末 梢 血好酸球 の 軽度

増 加,血 清LDHお よび 血清GPTの 上 昇 が それ ぞれ1

例 に認 め られ たが,い ずれ も軽度 で一過 性 であ った。

以上,緑 膿菌 呼吸器 感染 症例 に対す るCFCLの 使 用

経 験 を提示 した。今 回 の結 果 は本剤 のinvi〃oで み られ

る抗 菌活 性 がinvivoで も認め られ る こ とを示 し,本剤

が緑 膿菌 呼 吸器感 染症 にお いて有用 な薬剤 であると考

え られ た。
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CLINICAL EFFECT OF CEFCLIDIN ON PSEUDOMONAS AERUGINOSA

RESPIRATORY INFECTION

Hitoshi Arioka and Junzaburo Kabe
Department of Chest Medicine, National Medical Center

1-21-1 Toyama, Shinjuku-ku Tokyo 162, Japan

Six patients with Pseudomonas aeruginosa respiratory infection were treated with cefclidin (CFCL).

CFCL was effective in all cases. Semiquantitative examination of sputum showed that P. aeruginosa
was eradicated in 5 cases and decreased in the other one.

Blood eosinophilia and mild elevation of serum LDH and serum GPT were observed in I. patient,
respectively.


